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北海道東部における鳥類の死臥  

ⅠIl．ガラス衝突  

柳川  久⊥・濾谷 辰牛1，2  

（受稗二1錮7年11月3nLj）  
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摘  要  

北敵堅東都に羞冊る鳥類のガラス敵おによる死亡が，卓校一博物館，野鳥愛好家などの個  

人鼠力者，および野外観察によ一ノて1細りへ1997年までに黎められた，63極3川）羽の死体を用い  

て研究された。衝突による死亡個体数が屈も多し）鳥（たシメで4網乳 以下，アオジ（26羽），プ  

ジュウカラ（18羽），キビタキ（日羽）などが多かった。鳥歎のガラス衝突死は1年を通して  

みられたが，各月α〕死亡佃休数は変動した5死亡個体数は1ト吊］にかけては少なか一〕た。  

多り鴻鵠舟渡附こより，5月には死亡個体数が増加し始めた仁，死亡個体数は7～1（順にか  

けては多かった。これは，幼鳥の巣J～二ちに上り，ガラス周辺に隼息する鳥類の密度が増えた  

ためであろう。   

キーワード：烏軌タヒ困，ガラス衝突，北海道索恥 円本  

交通事故が原因である′（例えば，風「乳1g郎こ頻汎  

1997a，bほか）。7†くから鳥類のガラス衝変死が間薫  

になっているアメリカでは，それに関するデータが  

架橋・解析されい島琴とガラスの衝突が起こりやす  
い状況を科学約に究明し，それを未然に防ぐための  

研究もいくつか行われ‾こいる（例えば，B訓1ks，19開．  

1979；J仁〉hns冊 alld Hnds（）11．1976；KIem．1卵軋  

19帥a，l））、。  

は じ め に  

北海道東都で掛か鉦此急熱7繹洲）羽の死因につ  

いて報告した餅報（柳川・漉谷，19日6）によると，  

人工建造軌特にガラス窓への衝突は鳥覿の死因bり  

うち最も重大なもののひとつであった。また，各地  

の保護施設に枯ら逐条れる傷病・へしユ死鳥類のうち，  

人為的事故によるものの多くは，人‾「物への衝嚢と  

一帯広畜帝大芋麿揮礫境科学科生態系保護芋請軽輩維劇物管理学研究軍 〒川畑日555 帯広称f糾1町  
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近年になって，わが国でも野生動物の救護体制が  

整いつつあり，それに伴って重大な死傷原因である  

鳥類のダラス衝突に関する関心も高まり，防止策に  

ついての惹見もいくつか見られるようになって重た  

（辻猟1995：小帖19、95，ユ997）。しかしながら，  

それらの防1L策をより石動な、ものにするために不可  

欠な（大館，19g5），ガラス衝突に関する基礎的なデ  

ータや研究は殆どみられなしゝ。そこで，本鞘嘗では  

北海遇東部で集められた衝突死のデータを掟示し，  

それに対して若干の解析を試みた。  

材料および方法   

本研究に用いた明科は，北海道東部で19郎年から  

1987年までに，死体で拾得されたか，保護きれた後  

に死亡した鳥類のうち，死因がガラス、衝突によると  

判断きれた3㈹羽である。死因を決定した判断基準ば  

柳川（1993）にしたがしゝ：1）死体拾得場所がガラ  

スの下や近くであること，㌣）噂蘭噸堰や口からの  

出血が認められること，3）頭骨内に内出血が認紛  

られること，等の条件を満たしているものを衝突に  

よる死亡でみる、とみなした。死亡個体の幼・成鳥濠  

区別するた妙に死体の外見生殖器の状態など督調  

べ，計測痘行なった。〉外傷や出血め∫凝られた、もぬに  

ついてはその状態筆記録した封   

な風鳥類の学名と配列凧ま，日本鳥学会♂噂⑯  

た口本産鳥観リスト（日本鳥学会目額縁集委員数  

1′997）に，渡9の有無は十勝′釧路地方鳥獣目録ほ  

本野鳥の舎十勝安部・釧賂安狙1987トにしたがっ  

た勺  

結  果  

ガラス衝突で死亡した鳥類63厚300羽のリス′トを  

Tablelに示す。衝突死数の最も多い療類はシメでヰ6 

ミ臥以下10羽以卜の種額はアオジ26羽，ゴジュウカ  

Tablel・ListQf bjrds ki”ed by window cc！J‖sionsin ea5tern Hokkajdo，Japan．Abbreviations：MU．Month unL  
known；P，PaSSagerTl噛rant；R，reSident；S，SummerVisitor；S／R，mainlysummervisitorbutpart】yre5ident；W．  
Winter visitor．  

Sci即tifiい噸噂漣聯関野瀾叩か如頗  
J F M A M JJ AS 8 Ⅳ DくM一丁  

劫頑城野靡扉鞭打はオタカ）S戊  
A．都ぞぬ承（シミ）S／R  

月∴癒ぬ娼（ン1イタ射 SノR  

恥輌醜貌飴榊痴＝エプライチョウ）R  
勤フ拗雄、撞蒔紋p毎（ヤマシギ）S  

J伽払ゆぶおぬ如（アカエリヒレア稟シギ）  
威喝噸陛翫β露わぎ弛‡妄g（キジバト）′S  

蝕ぢ産～枢軸斬（1ジ孟ウイ封S  
ぢ翻草顆賢くカ・ブコウ）当  

針頑岬軸ぐ則雄リム卜S  
研ぬ彪繭触城如め臣オコノハズク）1S雄  
5ぬ＃幽、（プ究ロケ）R  
A如み撰≠碑毎〔、カサセミ）S  

蝕αS羞α貯Ⅳざ（ヤマザラ〉 R  

飯痴僻紳欄幽打且銅攣＝  
劇Zg〟瑚毎縁オアカゲラ）艮  
β．触敵弾 しコア逮ダラさ 混  

凝ぬ泌泡い通膵鴫打キセキレイ）S  
胤作蝕ぞ（′、タセキレイ）＄／月  

割曲率如顔面トげツ軋り 軍  
歴癖顔拗＝紬如渦ぬぐ亡き㌣再王  
録画嘩初頭趣卸＝ヰ環＝  
β∂麟′ビ甜あが㌢用地（キレンぎヤク）W  
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乃髄画壇顛上映炒飯如擁（ミソサザイ）尺  

丹東和嘩路q班毎匝（ノゴマ）S  
且q如痴（コルリ）S  
‰派函サ印親か鮎（ルリビタ圭 S  
君雄血や承頼舶l（トラツグミ）S／R  

r．頭痛環ギ鱒∫（マミジロj S  

T亡・仔戒gg（タロツグミ）S  

rcゐり，ぶ〃J〝7縛（アか、ラ）S  

r．氾〟〟榔桶ざ（ツグミ）W  

Q殖毎叫鱒叩頑明知（ヤプサメ）S  
C（妙′冊！g（ウグイス）S  

丑血鴎純血ね舶硝砥唾匪（コヨシキ県 S  
門扉ぬ須ゆ†ざぬ7管α壇（メポソムシクイ）P  

吾郎耶明如（エゾムシタイ、〉 S  

㌣r瓜由子ぬ～怨（セタグイムシタイ）S  

凡恕扉おr塵頑触（キクイタ′ダキ）R  

彪掛軸劉＝櫛擁滞いわビタキ）S  
肱友舟耶最仁いサメビタ利 S  
烈ね料ぬ狗招愈融悪い＝喜キ）S  
¢加坤ぬ＝瀬舶動ぬ湘＝オかレリ）S  
動感晦め＝間承画ざいナガ）R  
此耶鱒企め通夜；ハシプトガ到 R  
f∴比粁■以ざ（ヤマガラ）R  

タ」拍抒（ヒガラ）R  

丹那感）γ〔レジェウカラ）R  

蔀肋β〟′Ⅵ少昆gαけジュウカラ）長  

山加地り細浦触流（キバンリ）R  
幼擁頭鋸卯ぬ感触短けオジ）S  
g．路頭池沼嚢 L夕日ジ）S  

α鵬血正好扇血涙（カワラヒワ）S  
巧・汀如通り妙伴揖沌（ウソ）R  

動郎蜘昭如無知由（イカル）S  
魚卵涌叩御物q描画極鱒頗（シメ）R  
乃粗酒仁和東紘融（ニュウナイスズメ）S  

β．漁猟血如は1スズす）R  

勤椚郷り南極如榔な巨ムタドリ）S  
ぶ．正w相聞漬（ムクドリ）下  

血如浦通が抽ぬ痴篤けケス）R  
良雄姉鈷明和（、ハシポソダラス）R  
C椚〃r押）如ぬ）£（ムシプトガラ射 R  
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Tota】63spp  

また，これらの鳥塀を渡りの有無で分けると，留  

鳥が23種，137羽，夏鳥が30種，133羽，大多数は夏  

鳥であるが，一部は留鳥で越冬するものが即阻19  

羽，冬鳥が2種，5羽，旅烏が2嘩，6羽であった。  

したがって，北海道東部で繁殖する留鳥と夏鳥が種  

類（93．7％），個体数（96．3％）とむ殆どを占めてしユた。   

ラ18乳 キビタキ15羽，アカハラ，カツラヒワ，ス  

ズメ各1摘司，5羽以上の種類まで見るとシジュウカ  

ラ9羽，ノゴマ白羽、ツツドリ，アカゲラ，オオル  

リ，ハ㌢プトガラ，キバシリが各6羽，ヤマゲラ、，  

ハクセキレイ，トラツグミ，ヤプサメ，メポソムシ  

タイ，コムクドリが各5羽であった。  

33  



濫筋  櫛ノーl息・泣谷辰生   

衝突死レ、た鳥類沿うち死体の拾得目）轡判明しでい  

るご26ア羽についで月利の死亡個体弊濠F線1に示す。  

死亡個体数は．1月～、4月まやは少なかづたが，塞鳥  

の襲来・増加催より嵐月に急激をこ鱒加した。ぞぬ後，  

唱月掛蓋減少するが≒ 7月には帯ず浄増してiノ9月  

隠穀太めピークに通する。1n月には再び死亡個体数  

が澗少し．夏鳥が涯若した11，12月は1月～4日と  

帽終に死亡個体数が少なかつた挙   

死亡網級数瓜季節変化を，比較的咽体数の多い留  

鳥と夏鳥に浄け，、そ酪それぞれについて鮭段階卦け  

（成鳥よ幼鼠齢不明）してFig．2に示す。留鳥は  

成鳥由死亡が一年を通してみちノれきそ燈数は大きギ  

変動しなかりた（孝之13．㈹硫drニ11，P＞（川5）8  

齢不明個体が多いため，はっ挙りとした陶酔ほ示せ  

敵陣が，死、亡個体数の凱ゝ7，9月には、讐死亡個体  

敷こ占ぬ各幼鳥の割合が，そ′れ挙れ鋸．7‰サ軋蟻  

と高かった¢   

夏鳥聞灘亡fよ′，その渡来期間である4月～ユ哨の  

闇jごみらがむた潔けであったが，月日以外め各月雷死  

亡個体数が比較的多かった。特に，成鳥の死¢僻体  

数は5潤に有藩に夢中ったげ＝汎9耶；df＝鮎㌘く  

…1）。また，7も9月は留鳥とFf8様ヰこ死亡咽棒数iご  

LJ凍る幼鳥卵割合が高㍍それ翫細山㍍芝．ら朗．臼  

％であった。  

考  察   

ガラガ衝突で死亡した鳥猥のうち，死亡僻倦数由  

多い種頸は森林他の鳥環で，市街地の繚鞄や公園写  

そ密通に見かけられる種類が多感った徹し感沌通津  

ら，これらの鳥濁の死ユ亡個体数は，必ずしも生息数  

の奉さを直確度映すをものでⅠ孝なく，、聯に養？て  

簡葉を起こしやすいもぜ）′と、そうで翫iむのが＃在  

すると思われる。例ぇば，、スズメF達人濠周辺や轟こも  

普掛二見られる馬琴であるが，死亡個体掛葺シメや  

アオジに比べはるかに少ない。同様に，カラス療2  

穐やムクド」メなぜ都市鳥くと呼ばれ，人間の生蜘  

を好んで利計㌻る鳥効壷）死亡個体数が少なかっ′た◎  

これら臥鳥類は入関の周辺で㌻）生痕の歴史が占いた  
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％にあたる樫頼で衝突光が報告され（Klem，19朗），  

その中には絶滅危惧積も含まれて昭り，衝突死が希  

少鳥類の存続を脅かす重大な要因とな′フている朕l8nl，  

1900b）。今回の北海道東部の結束でも，死亡が認めら  

れた鳥類は揖聴で，これはこれまで十勝・釧路地方  

確認された鳥類29け種類帽本野郎）会l・聯安静釧  

路支部，1987）の21，7％である。また，KlerIl（19軋  

19射b）の研究同様，希少績であるオオタ九ハイタ  

丸 ツミが衝突タヒしでいた？個体数の少ない猛禽類  

で衝突死が比較的多いのは，獲物を追って建物に衝  

突する例が多いためであり（K′le乱1998），ガラえ以  

外の人工物八の衝突例もオオタカで5例，ハイタカ  

で2飢 オオこりハズクで1例ある（初潮未発表）。  

同様瑚抑右 L本の他の地域（風聞，柑85：頴沢・  

ミントン，1997）でも数多く報告されている。した  

がって，わが動こおいてむガラス衝突は猛禽類など  

の希少種の減少に拍車をかける要因となっていると  

思われる。  
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本報告をまとめるにあたり，鳥顆の死亡個体やデ  

タの収常にご協力いなだいた日本野鳥の会十勝支  

乳 および帯広畜産大袈野生動物管理学研究室ほか  
の皆様に厚く卸礼申し上げる。特に，日本野鳥の会  

十勝支部の朝倉勝，飯嶋局方軋菅原一時の各氏，ヒ  

十幌町・ひがし太宰博物館の川辺古墳氏，帯広市百  

年言d念館の池田亨某氏，帯広市農業高校の堀之内清  

志教諭，中札内村一日高山脈山岳センターの坂村璽  
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ツグミ，ムンクイ，フィンナ類であるが，今回の結  

果でもそれら豆j輝顛に相当するアカハラ，メポソム  

シクイ，シメ，カワラヒワめ死亡個体数が多かγJた。  

これらの鳥類には生態・行動的に事削ご遭いやすい  
性賓が備わっているものと思われる。特に，シメや  

カワラヒウは群凍で地上でめ採食を行うが，天敵や  

人間♂）蝉近に軌・ゝて，集団で飛び立つ際に衝突する  

例がしぼしば観察されている。   

衝突死する鳥の殆どが留鳥と夏鳥であることにつ  
いては，北海道束部という地理的要因が関与し▼こい  

ると思われる。北海道で記録されている約3錮種び）  

鳥類のうち，迷鳥やまれに渡来する種を除くとヶ普  

廼に年息すると．払われる鍵は約25け種である（藤巻，  

川92〉。ニのうら，留鳥が約卸％程で，その他の多く  

は北海適で繁殖し．本州以南で越冬する夏鳥である  

（啓乳1992）。また，軟から冬にかけて渡来する渡  

り鳥の大部和ま南ド遮ヒの旅烏で，冬を通して北海  

道に留まる冬鳥は非常に少ない（藤巻，19卿。した  

がって，魔類，個体数が少なく，滞在期間の短い冬  

鳥と旅烏ぼ死亡華数，個体数が少ないのであろう。   

この事は死亡個体数の季節変化にも大きく影響し，  

11月・－4月¢〕冬季に死亡個体数が少ないはゝ夏鳥が  

去り，冬鳥が少ないという鳥類の個体数自体の減少  

を反映しているげうであろう。死L個体数が最初に急  

増する5j引ま，北海道東部において要烏の渡来・な  

わばり形成の最盛期にあたり，鳥類の個体数自体の  

増加と繁簡揺動の活発化により死亡個体数が増加す  
るものと思れ町‰1年を通して成鳥の衝突死個体  

数が最も多し－のは5月であった。そ軋績 6月に死  

亡個体数が減少するのは，留鳥，夏鳥とも多く卯鳥  

粋が営巣し，その行動がなわばり打などに限られる  

ためだと恩離れる（R胞丸1撒机 7月に死亡個体数  

が再び急増するのは幼鳥の州現に．Lる個体数の増加  

のためである。また，幼鳥は成鳥に比べて飛翔能力  

が袈り⇒ ガラスの危険怜を学習していないため．成  

鳥よりも零徴に遭う可能性が嵩も■ゝと思オ）れる。  

お わ り に  

アメリカとカナダめ別儀では，年息づる烏訊の25  
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